
 

 

オリンピック・パラリンピック環境アセスメントについて 
 

今回のフォローアップ報告書の環境局長への提出により、平成 25年度より取組を進めて参りま

した東京２０２０東京オリンピック・パラリンピック環境アセスメント全ての図書について、環

境局長への提出が完了いたしました。 

オリンピック・パラリンピック環境アセスメントは、法律や条例に定められておりませんが、

都として自主的な環境アセスメントを実施し、持続可能な大会の実現に向け取り組んできまし

た。 

オリンピック・パラリンピック環境アセスメント評価委員会において、会場整備に係る影響を

評価する項目を抽出し、開催に伴う影響をできる限り低減させられるよう予測評価し、その後実

際の影響についてフォローアップで調査し報告書にまとめ、実際に影響が予測した程度にとどま

ることを確認してまいりました。 

また、会場整備だけではなく、全体計画や競技についても対象として取り組んでまいりまし

た。大会運営や競技実施に伴う影響を広く評価するため、個別の会場ごとでは評価困難な広域的

視点及び社会経済的な視点での評価や、屋外で行われる競技におけるアスリートへの影響等につ

いても評価するなど、法律や条例のアセスにはない視点での評価を実施しました。 

図書としては合計１５４冊を公表し、環境局が事務局の評価委員会については計６０回開催され

ました。本取組の成果の図書につきましては、本文に記載のリンクからご覧いただけますので、こ

ちらも合わせてご覧ください。制度の概要については、以下のとおりです。 

 

１ 目的 

東京 2020大会の開催が東京に与える影響を予測評価し、東京の持続可能性の向上に資する 

ことを目的とする。 

 

２ 対象  ４５会場、競技、全体計画 

新国立競技場（オリ

ンピックスタジアム） 
東京体育館 国立代々木競技場 日本武道館 

東京国際 
フォーラム 

国技館 馬事公苑 
武蔵野の森総合 
スポーツプラザ 

東京スタジアム 武蔵野の森公園 

有明アリーナ 有明体操競技場 
有明アーバン 

スポーツパーク 
有明テニスの森 お台場海浜公園 

潮風公園 
青海アーバン 
スポーツパーク 

大井ホッケー 
競技場 

海の森クロスカン
トリーコース 

海の森水上競技場 

カヌー・スラロー
ムセンター 

夢の島公園 
アーチェリー場 

東京アクアティク
スセンター 

東京辰巳 
国際水泳場 

選手村 

IBC/MPC（東京ビッ
グサイト） 

幕張メッセ 
Aホール 

幕張メッセ 
Bホール 

幕張メッセ 
Cホール 

釣ヶ崎海岸 
サーフィンビーチ 

さいたまスーパー
アリーナ 

陸上自衛隊 
朝霞訓練場 

霞が関 
カンツリー倶楽部 

江の島 
ヨットハーバー 

伊豆ベロドローム 

伊豆 MTBコース 
富士 

スピードウェイ 
福島あづま球場 横浜スタジアム 札幌ドーム 

宮城スタジアム 
茨城カシマ 
スタジアム 

埼玉スタジアム
2002 

横浜国際 
総合競技場 

札幌大通公園 

別 紙 



３ 評価項目 

   

 

４ 実施手順 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実施期間 

  平成２６年３月から令和４年３月まで 計９年間 

 

６ 作成図書 

  １５４冊 

 

７ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック環境アセスメント評価委員会（事務局：環境局） 

平成２４年７月から令和４年３月まで 計６０回開催 
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